
平成 31 年 2 月 5日 

江戸御殿山桜盛之風景 渓斎英泉 



平成 31 年度予算（案）の編成にあたって 

 平成 31 年度は改元も予定され新たな時代の幕開けの年です。東京 2020 オリ

ンピック・パラリンピック競技大会の開催を 1 年後に控え、インフラ整備や新た

な事業展開が進むなど、区を取り巻く社会経済環境が新時代に向け大きく変動す

る年となります。 

 区は、これまでさまざまな変化の中で、長期基本計画の着実な実現と、その時々

の課題に対応した新規施策を実行することで、区民の不幸せを減らし、幸せを増

やす努力を続け、成果をあげてきました。 

 しかし、各地での震災からの新たな教訓や災害級とも言われる猛暑、AI など

に代表される急速な技術革新、さまざまな場面で問われる多様性など、これまで

の計画では想定しえない課題も見出すことになりました。 

 さらに、国の働き方改革や幼児教育の無償化など、区政に関わる施策への対応

が急がれるとともに、特に消費税の税率改定は、区民生活に直接影響を及ぼすも

のであり、地域経済の状況を見ながら的確な対応が必要です。 

 また、東京都では、自然災害への対応や経済力の向上など、新たな施策を掲げ

ており、連携しながら施策展開する必要があります。 

 こうした変化を捉え、平成 31 年度は新たな長期基本計画を策定し、この激動

の中において、品川区の発展に向けた未来への礎とします。 

そして、新年度予算はその先駆けとなるものであり、「にぎわい」「防災」「福

祉・健康」「子育て・教育」の 4 分野を重点施策と位置付け、強化し、区が次な

る一歩を踏み出す予算とします。 

編成にあたりましては、業務執行体制を中心に、事業の委託化など内容を深く

精査し、基金などの財政力も十分に活用し、一般会計予算を前年度比プラス 7.5％
となる 1,877 億 5,400 万円と過去最大のものとし、必要な施策には積極果敢に取

り組んでいきます。

今後も効果的・効率的な区政運営に努め、健全財政を堅持しながら、区民の皆

さまの期待に応えるべく、未来志向で更なるチャレンジをしてまいります。

      平成 31 年 2 月

品川区長 濱 野  健
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◇一般会計 1,877億5,400万円、前年度比7.5％増の予算を編成した。

 ■当初予算の比較 （単位:千円,％）

平成31年度 平成30年度 増減額 伸率

1 一般会計 187,754,000 174,578,000 13,176,000 7.5

2 国民健康保険事業会計 36,417,815 37,962,773 △ 1,544,958 △ 4.1

3 後期高齢者医療特別会計 8,646,865 8,341,264 305,601 3.7

4 介護保険特別会計 25,492,508 24,475,749 1,016,759 4.2

5 災害復旧特別会計 1,500,000 1,500,000 0 0.0

 ■一般会計　歳入 （単位:千円,％）

平成31年度 平成30年度 増減額 伸率

8,050,000 8,770,000 △ 720,000 △ 8.2

27,750,525 27,868,544 △ 118,019 △ 0.4

16,094,614 15,423,517 671,097 4.4

24,978,812 18,495,357 6,483,455 35.1

20,959,049 18,234,082 2,724,967 14.9

187,754,000 174,578,000 13,176,000 7.5

 ■一般会計　歳出 （単位:千円,％）

平成31年度 平成30年度 増減額 伸率

857,861 870,159 △ 12,298 △ 1.4

21,179,726 17,641,125 3,538,601 20.1

92,605,479 87,114,567 5,490,912 6.3

12,399,094 11,768,273 630,821 5.4

2,743,146 2,908,398 △ 165,252 △ 5.7

31,775,740 32,352,031 △ 576,291 △ 1.8

24,550,887 20,025,885 4,525,002 22.6

1,342,067 1,597,562 △ 255,495 △ 16.0

300,000 300,000 0 0.0

187,754,000 174,578,000 13,176,000 7.5

◇平成31年度予算の概要

3.7
 （都区財政調整交付金）

 その他

 繰入金（基金繰入金）

 （区民税、軽自動車税、たばこ税）
5.82,634,50045,186,50047,821,000

 特別区交付金
42,100,000 40,600,000 1,500,000

 都支出金

計

 総　務　費

区　　　　　分

 議　会　費

計

 教　育　費

 公　債　費

 予　備　費

 民　生　費

 衛　生　費

 産業経済費

 土　木　費

会　計　区　分

区　　　　　分

 特別区税

 地方消費税交付金

 国庫支出金
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◇予算のポイント

平成 31 年度予算は、2020 年からの新長期基本計画を見据え、新たな時代の流れに

向けた魅力あるまち品川をめざし、区民が必要とする施策を重点的にかつ積極的に推

進していく予算編成を行った。

特に、東京 2020 大会開催を契機としたまちのにぎわいの拡充、昨年の自然災害の

教訓からの新たな課題への対応、誰もが住み続けられるために福祉と健康の充実、子

どもがすこやかに大きく成長するまち、これらを重点として過去最高額となる予算と

した。 

◇歳入予算・財源の確保

 特別区税の税収見込み 

特別区税の大半を占める特別区民税は、納税義務者数の増、ふるさと納税の拡大

などの減要因を見込み、26.3 億円、6.3％増を見込んだ。 

 特別区交付金（都区財政調整交付金） 

都と区および 23 区相互間の財政調整を目的として区へ交付される特別区交付金

は法人住民税一部国税化のよる減収を予測していたが、景気動向等による法人住民

税の増等により、421 億円、前年度比 15 億円、3.7％増を見込んだ。

 徹底した行財政改革 

予算編成にあたっては、業務執行体制を中心に直営事業の委託化など事業の精査

を行い、職員のマンパワーを有効活用する見直しを行った。 

 基金の活用 

区は、これまで堅実な財政運営と職員定数削減、堅調な区税収入などにより、緊

急の課題や将来必要な行政需要に取り組むための基金を積み立ててきた。 

平成 31 年度予算においては、基金 250 億円を取り崩し区政の喫緊の課題に対応

する。 

 税源偏在是正措置について

国による法人住民税の一部国税化、地方消費税清算基準の見直し、さらには返礼

品を目的としたふるさと納税の増加による特別区への影響額は、消費税率 10％段階

において 2,000 億円に迫る規模が見込まれている。 

区としては自治体間で財源を奪い合うことではなく、全国各地域とともに発展成

長を図る取り組みを推進していく。 
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№ 担当課 頁

1
【新規】しながわ観光大使シナモロール
　　　　×品川区3競技応援キャラクターコラボ

文化観光課
オリンピック・パラリ

ンピック準備課
8

2
～ enjoy！ our 2020 ～
東京2020大会に向けた機運醸成

オリンピック・パラリ
ンピック準備課

9

3
～ enjoy！ our 2020 ～
東京2020大会　区内開催競技を盛り上げる！

オリンピック・パラリ
ンピック準備課

10

4
～ enjoy！ our 2020 ～
東京2020パラリンピックの応援

オリンピック・パラリ
ンピック準備課

11

5 児童センターの東京2020大会に向けた取り組み 子ども育成課 12

6 区立保育園の東京2020大会に向けた取り組み 保育課 13

7
五反田 水辺が結ぶプロジェクト
～五反田リバーステーション2019年12月 オープン！～

河川下水道課 14

8
おもてなしトイレの整備
～東京2020大会に向けて～

公園課 15

9 商業・ものづくり課 16

10 商業・ものづくり課 17

11
大規模停電への備えを強化
～災害時の非常用電源の確保～

防災課
地域活動課

18

12
【新規】暑さ対策
　　　　ＣＯＯＯＯＬ！ＳＨＩＮＡＧＡＷＡ！はじめます

企画調整課
庶務課

オリンピック・パラリ
ンピック準備課

環境課

19

13 児童相談所移管担当 20

14 障害者福祉課 21

15 高齢者地域支援課 22

16 総合的な待機児童対策　保育園児の受け入れ938人拡大
保育支援課

保育施設調整担当
23

17
【新規】インフルエンザの集団感染・学級閉鎖を防止
　　　　～小・中学生のワクチン接種費用を一部助成～

健康課 24

18 【新規】高校生の入院医療費助成 子ども家庭支援課 25

19 “子どもの食の支援”にクラウドファンディングを活用 子ども家庭支援課 26

20 戸籍住民課 27

21 【新規】さらなる推進！区職員の働き方改革「しながわ～く」

企画調整課
情報推進課
経理課
人事課

28

22 【新規】AI(人工知能)等の活用で業務改善の推進 情報推進課 29

東
京
2
0
2
0
大
会

避
難
所
整
備

働
き
方
改
革

区役所証明交付窓口のリニューアル

子
育
て

“五反田バレー”の取り組み推進
　～情報通信業への支援強化～

【新規】中小企業の自動化・ロボット化を支援

（仮称）品川区立児童相談所の開設に向けて

区立障害児者総合支援施設を整備

高齢者多世代交流支援施設
【新規】(仮称）東品川ゆうゆうプラザの開設

項　　目
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№ 担当課 頁項　　目

23 文化観光課 30

24 協働国際担当 31

25 地域活動課 32

26 商業・ものづくり課 33

27 商業・ものづくり課 34

28 商業・ものづくり課 35

29 商業・ものづくり課 36

30 報道･プロモーション担当 37

31 建築課 38

32 防災課 39

33 防災課 40

34 公園課 41

35
企画調整課
福祉計画課

木密整備推進課
42

36 障害者福祉課 43

37
障害者福祉課
高齢者福祉課

44

38
情報推進課

商業・ものづくり課
45

39
健康課

国保医療年金課
46

40 生活安全担当 47

41 福祉計画課 48

42 高齢者福祉課 49

43 高齢者地域支援課 50

44 スポーツ推進課 51

45 区議会事務局 52

　１．にぎわいの拡充

　2.　防災対策

訪日外国人向け観光情報発信の強化
～Discover　Shinagawa～

【新規】外国人と共生する地域へ
“品川区で暮らす外国人紹介番組”と“「やさしい日本語」啓発”

町会・自治会への支援の拡充

【新規】障害者の相談の場を拡大

女性起業家への支援をさらに強化
武蔵小山創業支援センターに女性専用コワーキングスペースを設置

区内製造業の人材確保をバックアップ
～モンゴル高専卒業生の就職支援～

プレミアム付商品券の発行を拡大
　発行総額は8億8千万円！（2億2千万円アップ↑）

グローバルな商店街を目指して！
～外国人への「おもてなし」に積極的な店舗をPR～

シティプロモーションのさらなる推進
～ワークショップ提案を事業化へ～

道路沿いのコンクリートブロック塀等除却促進

　3.　福祉と健康の充実

感震ブレーカーのさらなる普及促進

【新規】防災訓練の手引き作成

みんなで品川を緑豊かな街にしませんか
～緑化の助成制度を改めました～

【新規】防災機能強化・にぎわいづくり・福祉充実
　　　～国家公務員宿舎 小山台住宅等跡地の活用～

心身障害者福祉会館を荏原地区の地域生活支援拠点に！

【新規】ビデオ通話型手話通訳サービス　区役所に本格導入

【新規】区民の健康のために
　　　　～45・55歳の眼科検診 ＆ 75・77歳の歯科健康診査～

特殊詐欺被害防止対策を強化
　高齢者世帯に「自動通話録音機」1,500台を貸与

在宅医療の促進

軽度認知症高齢者支援プログラムの充実

運動系介護予防事業の拡充
～民間フィットネスジムを活用～

Let's Enjoy 障害者スポーツ！

【新規】開かれた区議会へさらに前進！音声文字化システム導入
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№ 担当課 頁項　　目

46 保育課 53

47 保育課 54

48 保育課 55

49 保育施設調整担当 56

50 保育支援課 57

51 保育支援課 58

52 保育支援課 59

53 子ども育成課 60

54
庶務課

保育施施設調整担当
61

55 学校制度担当 62

56 子ども育成課 63

57 子ども育成課 64

58 スポーツ推進課 65

59 都市計画課 66

60 環境課 67

61 住宅課 68

62
土木管理課
経理課
防災課

69

63 交通安全担当 70

64 品川区清掃事務所 71

65 道路課 72

66 都市計画課 73

67 計画担当 74

68
税務課

文化観光課
75

69 総務課 76

　基盤整備等

　行政改革のさらなる推進

区立保育園の老朽改築・民営化

　4.　子育て支援・教育

【新規】乳幼児教育にICTの導入を

保育士の専門性向上
【新規】のびしなプロフェッショナルスクール

病児保育施設に対する運営支援

【新規】私立保育園の園外活動に区施設を提供

在宅での子育てを応援
～一時預かりを行う「オアシスルーム」2カ所新規オープン～

【新規】74言語で利用者へ案内・相談対応
　　　～児童センター・子ども家庭支援センターの国際化対応～

安全・安心な教育環境へ　学校と幼稚園の改築

新たな学区域・学校選択制の周知

ふるさと納税で区の魅力を発信
～お礼の品 シナモロールぬいぐるみに品川区限定！
　新デザインを追加 ～

【新規】非核平和都市品川宣言の精神をさらにアピール
　　　～多世代に広める平和の想い～

シェアサイクルの利用拡大
～災害時や区職員の日常業務に活用～

【新規】区民交通傷害保険の開始！

【新規】「しながわ せいそう きれいにする象」による
　　　　 啓発活動の促進

【新規】AI（人工知能）を活用した新道路点検システムの導入

【新規】コミュニティバス導入検討

【新規】品川区長期基本計画の策定

さまざまな困難を抱える子どもや若者を応援します！
～子ども・若者応援事業の拡充と社会福祉協議会と連携した
  新たな若者支援～

しながわネウボラネットワーク事業
　子育てネウボラ相談をさらに身近に

【新規】ジュニアスポーツフェスタの開催

【新規】水辺利活用整備計画の策定
　　　～魅力的な水辺空間の創出に向けて～

体験型環境学習施設の整備
～“みんなで創る環境都市　しながわ”を目指して～

空き家等対策の強化

私立保育園の新規開設支援等
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